
 

「
あ
な
た
の
働

い
て
い
る
職
場
は
、

働
き
や
す
い
職
場

で
す
か
？
」
こ
の

問
い
に
自
信
を
も

っ
て
働
き
や
す
い

と
答
え
る
人
は
少

な
い
だ
ろ
う
。

「
働
き
や
す
い
職

場
」
に
は
、
良
好
な
職
場
の
人

間
関
係
、
組
織
的
に
業
務
改
善

が
可
能
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
る
労
働
時
間
、
仕

事
に
集
中
し
や
す
い
オ
フ
ィ
ス

環
境
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
▼
で

は
、
皆
さ
ん
の
職
場
で
先
ほ
ど

挙
げ
た
特
徴
は
あ
る
だ
ろ
う

か
？
組
織
と
し
て
仕
事
を
す
る

う
え
で
は
重
要
な
部
分
で
あ
る

が
、
そ
う
い
っ
た
職
場
は
少
な

い
こ
と
が
現
状
で
あ
る
。
自
分

は
働
き
や
す
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
周
り
の
職
員
も
働
き
や
す

い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

自
分
に
と
っ
て
も
周
り
の
職
員

に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
職
場

を
私
た
ち
は
実
現
す
る
必
要
が

あ
る
▼
働
き
や
す
い
職
場
の
実

現
に
向
け
て
、
先
ず
は
、
職
場

の
課
題
に
気
づ
き
、
不
安
や
不

満
を
声
に
出
す
こ
と
か
ら
始
め

て
み
よ
う
。
同
じ
課
題
や
悩
み

を
抱
え
て
い
る
仲
間
が
集
ま
り
、

団
結
し
、
「
要
求
」
と
い
う
形

で
職
場
環
境
を
変
え
て
い
く
こ

と
は
、
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ

と
で
あ
る
▼
将
来
、
誰
に
と
っ

て
も
働
き
や
す
い
職
場
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
一
人
ひ
と

り
の
「
声
」
に
寄
り
添
い
、
職

場
環
境
改
善
に
取
り
組
み
た
い
。
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県
職
労
は
、
３
月
１
日
の
県
職
連
合
第
37
回
・
県
職
労
第
１
３
３
回
臨
時
大
会
に
お
い
て
、

２
０
２
５
春
闘
方
針
を
確
立
し
、
３
月
10 
日
に
人
事
課
総
括
課
長
交
渉
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
連
合
や
自
治
労
に
結
集
す
る
民
間
労
働
組
合
と
連
帯
し
、
勤
務
意
欲
が
持
て
る
賃
金
改
善
、

労
働
者
総
体
の
賃
金
底
上
げ
の
取
り
組
み
を
指
針
と
し
、
今
春
闘
を
２
０
２
５
年
度
の
賃
金
闘

争
・
権
利
闘
争
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
位
置
付
け
、
年
間
を
通
じ
た
交
渉
・
協
議
の
ル
ー
ル
づ
く

り
に
努
力
し
な
が
ら
「
要
求
・
交
渉
・
妥
結
」
の
闘
争
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、働
く
者
全
体
の
賃
金
・

労
働
条
件
の
改
善
を
め
ざ
そ
う
。

【
春
闘
へ
の
結
集
の
意
義
】

　

春
闘
は
、
毎
年
春
季
に
民
間

の
労
働
組
合
が
産
業
別
に
ま
と

ま
り
、
集
中
し
て
賃
金
等
の
労

働
条
件
の
改
善
交
渉
を
行
う
も

の
で
あ
る
。
企
業
に
よ
っ
て
は
、

い
わ
ゆ
る
「
定
期
昇
給
」
が
な

く
、
春
闘
が
唯
一
の
賃
上
げ
の

機
会
と
な
っ
て
い
る
例
も
少
な

　

中
央
執
行
委
員
長
に
は
小
田

嶋
智
昭
さ
ん
（
北
上
支
部
・
北

上
土
木
セ
ン
タ
ー
分
会
）、
副

中
央
執
行
委
員
長
に
小
澤
豊
和

さ
ん
（
県
庁
支
部
・
都
市
計
画

課
分
会
）、
佐
々
木
辰
治
さ
ん

（
県
庁
支
部
・
建
築
住
宅
課
分

会
）、
書
記
長
に
藤
村
秀
樹
さ

ん
（
県
庁
支
部
・
都
市
計
画
課

分
会
）
が
再
任
、
書
記
次
長
に

は
北
崎
秀
典
さ
ん（
久
慈
支
部
・

水
産
部
分
会
）
が
新
た
に
就
任

す
る
。
中
央
執
行
委
員
に
宮
野

俊
一
さ
ん
（
県
庁
支
部
・
管
財

課
（
車
庫
）
分
会
）、 

渡
航
太

さ
ん
（
久
慈
支
部
・
経
営
企
画

部
県
税
室
分
会
）、
会
計
監
事

に
須
田
智
昭
さ
ん（
県
庁
支
部
・

監
査
委
員
事
務
局
分
会
）
が
新

た
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

２
０
２
５
年
度
も
、
小
田
嶋

中
央
執
行
委
員
長
、
藤
村
書
記

長
を
中
心
に
、私
た
ち
の
賃
金
・

労
働
条
件
、
職
場
環
境
改
善
の

た
め
、
組
合
員
の
結
集
で
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
。

活発な討論で確立しよう
2025  春闘方針

く
な
い
。

　

公
務
員
労
働
者
も
、
こ
の
時

期
に
一
緒
に
な
っ
て
労
働
条
件

の
改
善
に
向
け
た
要
求
、
交
渉
、

集
会
等
の
行
動
を
重
ね
、
労
働

者
全
体
の
賃
金
の
底
上
げ
を
図

る
こ
と
で
、
８
月
の
人
事
院
勧

告
、
10
月
の
県
人
事
委
員
会
勧

告
へ
の
反
映
と
い
う
形
で
そ
の

後
の
公
務
員
の
賃
金
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

地
域
の
労
働
者
の
中
に
は
、

公
務
員
賃
金
に
準
拠
し
た
職
場

で
働
い
て
い
る
例
も
あ
り
、
そ

う
し
た
労
働
者
の
賃
上
げ
を
通

じ
て
、
地
域
全
体
の
生
活
環
境

の
底
上
げ
に
も
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

自
治
労
の
２
０
２
５
春
闘
方

針
で
は
、
①
最
重
点
課
題
「
人

員
確
保
」
②
賃
金
の
運
用
改
善

に
よ
る
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

の
実
現
（
１
単
組
１
要
求
）
③

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
④
労
務
費
の

適
切
な
価
格
転
嫁
を
、
春
闘
課

題
と
し
て
重
点
的
に
取
り
上
げ

て
い
る
。
春
闘
は
、
賃
金
の
み

な
ら
ず
、
多
岐
に
わ
た
る
課
題

の
改
善
に
つ
い
て
経
営
者
側

（
当
局
）
に
要
求
す
る
機
会
と

し
て
の
意
義
も
大
き
い
。

【
連
合
岩
手
の
春
闘
方
針
】

　

連
合
岩
手
の
２
０
２
５
年
春

闘
の
賃
上
げ
要
求
目
安
は
、
中

小
企
業
（
従
業
員
３
０
０
人
未

満
）
で
１
８
５
０
０
円
（
前
年

比
１
０
０
円
増
・
賃
上
げ
率

７
・
１
％
）
以
上
と
し
、
大
企

業
と
中
小
企
業
の
格
差
是
正
を

め
ざ
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

県
職
労
２
０
２
５
年
度
執
行

体
制
を
決
め
る
役
員
選
挙
は
２

月
14
日
投
票
、
20
日
に
開
票
が

行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
立
候
補

者
全
員
が
信
任
さ
れ
新
体
制
が

決
ま
っ
た
。

【
県
職
労
の
春
闘
方
針
案
】

　

県
職
労
で
は
、
連
合
岩
手
や

自
治
労
岩
手
県
本
部
の
方
針
を

踏
ま
え
、
春
闘
期
の
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
く
。
今
春
闘
に

お
け
る
主
な
要
求
事
項
は
、
表

に
記
載
の
と
お
り
。
２
０
２
４

確
定
闘
争
か
ら
の
継
続
課
題
は

も
と
よ
り
、
新
た
な
課
題
に
つ

い
て
も
取
り
上
げ
て
い
く
。

新
た
な
重
点
要
求
事
項

・
非
常
時
に
備
え
た
待
機
対
象

日
の
手
当
や
、
電
話
対
応
時
に

お
け
る
オ
ン
コ
ー
ル
手
当
を
創

設
す
る
こ
と
。

・
柔
軟
な
働
き
方
を
導
入
し
た

中
で
も
職
場
の
人
員
体
制
の
確

保
を
図
る
た
め
、
全
庁
的
に
窓

口
業
務
受
付
時
間
の
短
縮
を
行

う
こ
と
。

・
交
通
事
故
等
に
か
か
る
、
い

わ
ゆ
る
「
失
職
特
例
条
例
」
を

制
定
す
る
こ
と
。

北崎　秀典
（久慈・水産部分会）

宮野　俊一
（県庁・管財課（車庫）分会）

渡　　航太
（久慈・経営企画部県税室分会）

須田　智昭
（県庁・監査委員事務局分会）

 

書
記
次
長

 
中
央
執
行
委
員

会
計
監
事

全
員
が
信
任 

新
体
制
を
確
立

２
０
２
５ 

県
職
労
役
員
選
挙

住所の変更は、支部書記局に御一報を！

2025 年３月末退職予定のみなさまへ

　支部書記局への連絡がお済みでない方は、支部書記局に御連
絡をお願いします！

　「県職労総合共済」「自治労共済」等の手続きが必要となりま
すので、必ず御連絡をお願いします。
　定期人事異動に伴う住所変更の場合は、人事異動後の支部書
記局に御連絡をお願いします。
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再
現
し
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち

の
対
応
の
苦
悩
、
休
憩
も
な
い

先
生
た
ち
の
働
き
方
、
地
域
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
等
の
理
不
尽
な

状
況
を
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い

た
。「
給
与
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
に
よ
り
月
に
４
％
の
超

勤
見
合
し
か
支
払
わ
れ
て
い
な

い
現
状
も
報
告
さ
れ
、
過
労
死

ラ
イ
ン
を
超
え
る
職
員
も
多
い

中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
と

い
う
「
や
り
が
い
搾
取
」
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
知
っ
た
。

大
変
だ
な
と
済
ま
せ
る
の
で
は

な
く
、
団
結
し
て
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　

分
散
会
で
は
他
県
・
他
職
種

の
仲
間
と
討
論
を
行
っ
た
。
自

治
体
職
場
の
仲
間
以
外
に
も
、

電
車
や
バ
ス
の
交
通
関
係
労
組

の
仲
間
や
、
農
協
労
組
、
社
事

労
、Ｊ
Ｐ
労
組
な
ど
多
く
の
組

織
の
方
と
討
論
を
行
っ
た
。
私

が
参
加
し
た
分
散
会
で
は
、
人

全
国
青
年
団
結
集
会

共
闘
運
動
か
ら
団
結
し
、
職
場
改
善
へ
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25
年
ぶ
り
の
岩
手
県
開
催

　

２
月
８
日
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

カ
リ
ー
ナ
で
県
本
部
女
性
集
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

盛
岡
さ
く
ら
法
律
事
務
所
の

渡
部
容
子
弁
護
士
か
ら
「
女
性

と
憲
法
」
と
題
し
、
女
性
が
憲

法
を
学
ぶ
意
味
に
つ
い
て
、
日

本
初
の
女
性
判
事
を
モ
デ
ル
に

そ
の
半
生
を
描
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

ド
ラ
「
虎
に
翼
」
の
劇
中
セ
リ

フ
を
引
用
し
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
御
講
演
し
て
い
た
だ
い

た
。
講
演
で
は
、
憲
法
で
定
め

ら
れ
て
い
る
国
民
の
幸
福
追
求

権
・
自
己
決
定
権
・
法
の
下
の

平
等
に
関
す
る
条
文
に
触
れ
た

後
、「
悩
ん
だ
と
き
、
周
囲
に

　

２
月
15
日（
土
）〜
16
日（
日
）

に
第
57
回
全
国
青
年
団
結
集
会

が
盛
岡
市
の
ホ
テ
ル
大
観
で
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
15
産
別
３

０
０
人
の
仲
間
が
集
ま
り
講
演

や
分
散
会
を
行
っ
た
。
岩
手
県

で
開
催
さ
れ
る
の
は
25
年
ぶ
り

で
、
県
職
労
か
ら
は
10
人
が
参

加
し
た
。

　

最
初
に
元
日
教
組

委
員
長
の
森
越
康
雄

さ
ん
か
ら
、
自
分
の

悩
み
（
実
態
）
を
メ

モ
し
、
隣
の
人
に
語

り
、
つ
き
合
わ
せ
を

す
る
「
職
場
分
析
運

動
」
を
大
切
に
、「
弱

音
を
吐
く
な
」
と
反

対
さ
れ
な
が
ら
も
運

動
し
て
い
た
状
況
を

ご
講
演
い
た
だ
い

た
。
仲
間
の
自
死
を

き
っ
か
け
に
、
公
務
災
害
認
定

闘
争
を
す
る
中
で
、「
自
分
だ
っ

て
辛
い
」
と
い
う
反
対
の
声
も

あ
る
状
況
で
あ
っ
た
が
、「
自

分
た
ち
の
当
た
り
前
が
当
た
り

前
で
は
な
い
」
と
「
職
場
分
析

運
動
」
を
見
直
し
仲
間
と
討
論

す
る
こ
と
で
「
オ
カ
シ
イ
」
と

気
付
け
る
仲
間
を
増
や
し
た
と

ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

次
に
、
岩
手
県
実
行
委
員
会

に
よ
る
構
成
詩
の
発
表
を
見

た
。（
構
成
詩
と
は
、
実
際
の

働
き
方
な
ど
を
見
て
い
る
方
に

分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う

に
、
演
劇
と
し
て
表
現
す
る
も

の
）「
学
校
現
場
の
リ
ア
ル
」

と
題
し
、
実
際
の
授
業
風
景
を

▲自治労県本部女性集会の参加者で記念撮影

自
治
労
県
本
部
女
性
集
会

が
足
り
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
り
、
19
時
か
ら
で
な
い
と
超

勤
命
令
が
出
な
い
暗
黙
の
ル
ー

ル
が
あ
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ

た
。
私
が
印
象
に
残
っ
た
こ
と

は
、
開
庁
時
間
と
受
付
時
間
で

あ
る
。
定
時
と
同
じ
時
間
な
の

で
、
30
分
前
か
ら
準
備
を
し
て

い
る
が
そ
の
準
備
時
間
は
超
勤

に
含
ま
れ
な
い
と
の
こ
と
だ
。

こ
の
問
題
は
ど
こ
の
職
場
も
有

り
得
る
こ
と
で
あ
る
た
め
し
っ

か
り
と
考
え
て
い
き
た
い
。

　

特
別
報
告
と
し
て
、
岩
手
県

交
通
労
組
の
仲
間
か
ら
報
告
を

い
た
だ
い
た
。
人
手
不
足
の
中

で
長
時
間
労
働
を
し
て
い
る
の

に
定
期
昇
給
が
な
い
状
況
で
、

「
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し
て
も

い
い
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に

残
っ
た
。

　

今
回
、
岩
手
が
開
催
県
と
な

り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
仲
間

が
結
集
で
き
た
こ
と
は
と
て
も

貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。
安
心
し

て
働
き
続
け
る
職
場
と
は
な
ん

だ
ろ
う
と
考
え
る
改
め
て
の

流
さ
れ
『
ど
う
す
べ
き
か
』
を

先
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
国

民
は
み
な
幸
せ
に
な
る
権
利
が

あ
る
の
だ
か
ら
『
私
は
ど
う
し

た
い
の
か
』
を
常
に
忘
れ
な
い

こ
と
が
一
番
大
事
だ
」
と
い
う

お
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

分
散
会
で
は
、
多
く
の
参
加

者
か
ら
、
人
員
配
置
の
バ
ラ
ン

ス
の
悪
さ
が
原
因
で
全
員
が
休

暇
を
取
れ
る
環
境
づ
く
り
が
で

き
て
い
な
い
と
い
う
職
場
実
態

が
報
告
さ
れ
た
。

　

個
人
単
位
で
は
働
き
方
の
意

識
改
革
は
で
き
つ
つ
あ
る
が
、

組
織
の
構
造
に
問
題
が
あ
る
と

声
が
上
が
り
、
権
利
を
行
使
で

き
る
職
場
づ
く
り
の
必
要
性
を

確
認
し
あ
う
場
と
な
っ
た
。

を
忘
れ
ず
に

　

県
職
労
の
皆
様
に
は
、
私
の

盛
岡
市
議
会
に
お
け
る
活
動
に

対
し
、
ご
指
導
、
ご
支
援
を
頂

い
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
太
平
洋
戦
争

の
敗
戦
か
ら
80
年
目
に
当
た
り

ま
す
。

　

昨
年
11
月
、
盛
岡
で
開
催
さ

れ
た
「
三
ジ
ジ
放
談
」
で
、
憲

法
「
９
条
」
の
ル
ー
ツ
は
、
岩

手
出
身
の
平
民
宰
相｢

原
敬｣

だ

っ
た
と
い
う
、
非
常
に
貴
重
な

講
演
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
内
容
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

「
敗
戦
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

に
『
９
条
』
を
提
案
し
た
の
は

当
時
の
首
相
だ
っ
た
幣
原
（
し

で
は
ら
）
喜
重
郎
で
あ
る
。
幣

原
は
、
原
敬
内
閣
で
駐
米
大
使

や
外
務
大
臣
を
務
め
、
そ
の
時

か
ら
原
敬
の
持
つ
『
国
際
協
調

主
義
』
や
『
非
戦
』
の
政
治
理

念
に
強
く
影
響
を
受
け
た
と
言

わ
れ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
敗
戦
後
、
幣

原
は
老
躯
に
鞭
打
っ
て
首
相
に

就
任
し
て
、
『
戦
争
の
放
棄
』
、

『
戦
力
の
不
保
持
』
、
『
交
戦

権
の
否
認
』
を
謳
う
『
９
条
』

を
提
案
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
80
年
た
ち
、
現
在

の
政
治
状
況
は
、
１
９
２
１
年
、

野
中
や
す
し

　
　
　

軍
部
と
対
立
し
て
い
た
原
敬
が

東
京
駅
で
暗
殺
さ
れ
て
以
後
、

軍
国
主
義
が
進
め
ら
れ
、
戦
争

に
突
入
し
て
い
っ
た
時
代
と
酷

似
し
て
い
る
。

　

今
こ
そ
、
戦
争
を
二
度
と
繰

り
返
さ
ぬ
よ
う
、
原
敬
の
業
績

を
再
評
価
す
べ
き
だ
」
と
い
う

お
話
で
し
た
。

　

「
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
」

が
総
人
口
の
９
割
と
な
る
中
、

郷
土
の
偉
人
で
あ
る
原
敬
が
、

「
九
条
」
の
ル
ー
ツ
で
あ
り
、

あ
ら
た
め
て
原
敬
に
つ
い
て

「
先
人
教
育
」
と
「
平
和
教

育
」
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

１
月
29
日
、
佐
々
木
哲
県
北

振
興
局
長
へ
「
久
慈
支
部
・
二

戸
支
部
合
同
要
求
書
」
を
、
似

内
憲
一
経
営
企
画
部
長
へ
「
久

慈
支
部
独
自
要
求
書
」
を
北
崎

久
慈
支
部
長
が
提
出
し
、
要
求

内
容
に
か
か
る
交
渉
を
行
っ

た
。

　

要
求
書
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
集
約
・
反
映
し
た
も
の
で
、

労
働
環
境
や
庁
舎
・
公
舎
環
境

の
改
善
と
い
っ
た
職
員
か
ら
の

切
実
内
容
を
要
求
と
し
て
訴

え
、
改
善
を
求
め
た
。

▲佐々木県北振興局長に要求書を
手渡す北崎久慈支部長（右）

合
同
要
求
書
及
び
久
慈
支
部
独
自
要
求
書
を
提
出

　

佐
々
木
局
長
及
び
似
内
部
長

か
ら
は
「
現
場
の
声
と
し
て
人

事
課
及
び
本
庁
所
管
部
に
積
極

的
に
働
き
か
け
て
い
く
」
と
の

回
答
が
あ
っ
た
ほ
か
、
庁
舎
や

公
舎
の
改
善
に
つ
い
て
は
「
職

組
合
に
加
入
し
て
、
要
求
を
届
け
よ
う
！

員
の
心
身
の
健
康
が
第
一
な
の

で
、
予
算
の
中
で
は
あ
る
が
出

来
る
限
り
対
応
し
て
い
く
」
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。加
え
て「
毎

年
度
、
意
見
交
換
の
機
会
を
設

定
す
る
」
と
の
回
答
も
あ
っ
た

た
め
、
今
後
も
継
続
し
て
要
求

を
行
い
、改
善
に
努
め
て
い
く
。

　

要
求
書
の
作
成
に
は
、
組
合

員
の
声
が
欠
か
せ
ず
、
そ
の
声

が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
改
善
に

繋
が
り
や
す
く
な
る
の
で
、
特

に
も
未
加
入
者
で
今
の
環
境
に

苦
し
ん
で
い
る
職
員
は
組
合
に

加
入
し
て
、
そ
の
声
を
届
け
よ

う
。

▲久慈支部独自交渉に臨む久慈支部交渉団（右）

「
私
は
ど
う
し
た
い
の
か
」

き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
の
で
、

今
後
と
も
運
動
を
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。

▲第57回全国青年団結集会のようす

▲９条のルーツは原敬

原
敬
こ
そ
憲
法
９
条
の
ル
ー
ツ


